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熱刺激電流による Perovskite 型ハイブリッド太陽電池の特性評価 

Characterization of Perovskite Hybrid Solar Cells by using Thermally Stimulated 

Current  
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1. 背景と目的  

Pb-Perovskite を使用した有機無機ハイブリッド太陽電池は、これまで量子ドットや有機色素を

用いた塗布型太陽電池に比べて 12%を超える高い光電変換効率が報告されており注目を集めて

いる 1。我々は、前回の報告で TiO2表面をワイドギャップ酸化物で薄く表面修飾することで、太

陽電池特性が向上することを報告した 2。Perovskite 化合物から TiO2への電子注入が起こってい

る場合、TiO2トラップからの電荷再結合を抑制する事は重要であると考えられる。今回、熱刺

激電流測定(TSC: Thermally Stimulated Current)を用い、TiO2の電子トラップ解析と太陽電池特性

の相関に関して検討を行った。 

2. 実験方法 ガラス基板上に厚さ 100nm の Pt 薄膜を形成した。Pt

薄膜には 50μm のギャップを設け、ギャップをまたぐように酸化

チタンペーストを塗布した（Fig.1）．大気中室温下で十分乾燥させ

た後、450℃で 30 分間焼成し多孔質酸化チタン膜を形成した。

その後Yttrium(Ⅲ) nitrate hexahydrate in aqueous solutionに 70℃10

分間浸漬させ、450℃で 30 分間焼成を行った。TSC 測定は He 雰

囲気下において‐180℃まで冷却し、330nm の紫外光と

5.0V の電圧を印加し TiO2トラップへの電子チャージを

行った。初期化時と逆方向に 10mV の電圧を印加しなが

ら，昇温レート 10℃/min で微小電流測定を行い、TiO2

伝導帯からのトラップ深さと密度を算出した。 

3. 結果および検討 

 Fig.2 に TSC の測定結果を示す。Y2O3 処理なしと Y2O3

処理ありで TiO2のトラップ分布を測定した結果、Y2O3

処理を行うことで、TiO2トラップ密度が減少し太陽電池特

性が向上したと考えられる。 
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